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亜ぎかフッ素徐放性ガラスを用いた新

規シール材のう蝕予防に関する研究

-s. 叩tans 菌の酸産生抑制効果につい

て一
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福岡歯科大学 成育小児歯科学分野

【目的】

現在小児のおかれている環境では、

酸性飲料水や甘味食品の蔓延化等から、

乳歯および幼若永久歯の歯面にう蝕を

有するものが多く、 我々歯科従事者側

からのさらなるう蝕予防材の提示が必

要となっている。 このような観点から、

各メ ーカーが歯面をシーリング出来る

製品が開発されている。 現在、 株式会

社ジーシーでは、 亜鉛の抗菌性
1
) に着

目し、 亜鉛、 フッ素等を含有する新規

ガラスおよびガラスシール材を開発し

ている。 このシール材は歯面に亜鉛―フ

ッ素ガラス、 リン酸亜鉛、 フッ化カル

シウム等のナノ粒子層を形成し、亜鉛、

フッ素イオン等を溶出することで酸産

生抑制とう蝕予防効果が期待できる。

本研究では、 このシール材による口腔

内細菌の酸産生への影響についてカリ

オスタットを用いて検討したので報告

する。

【方法】

評価には亜鉛ーフッ素ガラスシール

材 (ZFC-03、 A 液；亜鉛—フッ素ガラス

分散液、 B液；リン酸水溶液）とナノシ
ール (NS、A液；フルオロアルミノシリ

ケートガラス分散液、B液；リン酸水溶

液、 日本歯科薬品）を用いた。各材料を

混和し、 リン酸水溶液を除去後、 蒸留

水中で24 時間撹拌して抽出液を作製し

た。 Smutans 菌を懸濁したカリオスタ

ット 4ml (1 x 107 eel ls/ml) に対して、

各材料の抽出液および蒸留水を1 ml 添

加して培養した。 48 時間後、 カリオス

タットの色の変化および pHを確認した。

【結果】

カリオスタットの色を確認した結果、

ZFC-03 では緑(+)、 NS、 蒸留水では黄

緑(++)を示した（固 1) 。 また、 pH を

測定した結果、 ZFC-03 では 6. 1、 NS で

は 4. 7、蒸留水では 4. 6 であった。以上

のことより、ZFC-03 は Smutans 菌によ

るpH の低下を抑制したことを確認でき

た。

7

6

5

4

3

 

Hd

2

l

o
 

ZFC-03 NS 蒸貿水

図 1. 48 時間培養後の pH

【考察】

亜鉛は Smutans菌の酸産生を抑制す

ることが報告されている 2
) 。 NS は亜鉛

イオンを溶出しないのに対し、 ZFC-03

は亜鉛を溶出するため、 酸産生を抑制

し、pH の低下を抑制したと考えられる。

したがって、 ZFC-03 は口腔内細菌の酸

産生を抑制し、 う蝕予防に有用である

ことが示唆された。
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